
  

理論編 

資料編 

実践編 

１ 国語科の特性とは？ 
２ 国語科の特性からみた評価の在り方 
３ 確かな言語能力を身に付けるために大切にしたいことは？ 
４ 具体的な評価方法の工夫（その概要とポイント） 

◇国語科における評価の実際・・・  
◆段落の指導を第３・４学年で重点的に取り扱った実践例 

 
１ 評価を生かした単元学習指導の展開 
２ 重点化を図った単元指導の構想 
３ 重点化を図る学習指導案のポイント 

１ 第３学年    指導案「本時の展開」例 
２ 第３学年    語句に着目させるワークシート例 
３ 第３学年    授業の様子 
４ 第４学年    単元の観点別評価表 
５ 第４学年    重要語句に着目させるワークシート例 
６ 第４学年    自己評価カード例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語科は、言語を学習する教科です。つまり、授業を通して、児童の言語能力を

育てる教科です。１時間１時間の授業で「つけたい力」を明らかにし、国語科の学

習指導要領のＡ「話すこと・聞くこと」、Ｂ「書くこと」、Ｃ「読むこと」の３領域

に示された指導事項を確実に指導することを通して、児童に確かな言語能力を身に

付けさせることが重要です。 

国語科の基礎・基本と指導に生きる評価 

Ⅰ理論編 

（１）国語科教科目標 
国語を適切に表現し正確に理解する
能力を育成し、伝え合う力を高めると
ともに、思考力や想像力及び言語感覚
を養い、国語に対する関心を深め国語
を尊重する態度を育てる。 
－小学校学習指導要領より－ 

 

国語科の評価の５観点及びその趣旨 
－国立教育政策研究所教育課程研究センター 
「評価規準の作成､評価方法の工夫改善のための
参考資料」より－ 

②話す・聞く能力 
自分の考えを豊かにして、相手や目的に応じ、筋道を立てて
話したり、的確に聞き取ったりする。 

④読む能力 
 目的に応じて読み取ったり読書に親しんだりする。 

③書く能力 
 自分の考えを豊かにして、相手や目的に応じ、筋道を立てて
文章に書く。 

⑤言語についての知識･理解･技能 
 表現及び理解の能力の基礎となる発音、文字､語句･文･文章
等について理解し､習熟している。書写では､文字を正しく整え
て書く。 

 

①国語への関心･意欲･態度 
 国語に対する関心をもち､国語を尊重し､進んで表現したり
理解したりするとともに､伝え合おうとする。 

１ 国語科の特性とは？ 

 国語科の基礎・基本の確実な定着を図るため
には、児童の学習状況を客観的に評価し、児童
の言語能力を把握することが大切である。そし
て、指導に生かすための具体的な評価規準や評
価方法をもって、授業に臨むことが大切である。 

国語科年間指導計画の作成 
各学校の実態に応じた実践的
な年間指導計画の作成が求めら
れる。 

（２）基礎・基本の定着と特色ある国語科の授業づくり 
・言語活動の多様化を図る。 
・学校図書館や読書指導との関連を図る。 
・他教科との関連を図る。 
・「総合的な学習の時間」・生活科との関連を図る。 
・２学年まとまりと指導の重点化（それぞれの学年で取り上げる内容を具体化） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  （◆実践編参照） 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 確かな言語能力を身に付けるために大切にしたいことは？ 

（１） 国語科の学習は､指導内容が系統的･段階的に示されているので､螺旋的･反復的に繰り返し学習す
ることを基本とする。 

  
国語科は､児童の発達段階や中学校との関連を配慮しつつ、学校や児童の実態に応じて重点的に指導する
ことができるように各学年の目標は､２学年まとめて示されています。２学年まとまりの中で重点的に指導
する内容を取り上げ､確かな国語の力の定着を図ることが大切です｡つまり、螺旋的･反復的な学習を展開
し､基礎･基本の確実な定着をめざすためには､学習指導要領に書かれている目標及び内容の｢何を｣「どのよ
うに」指導するのかという指導計画をしっかり立てることが重要です｡また､児童が「どの程度」身に付け
ているのかを教師が､的確に把握することも必要です。 

 

 

 

計 画 

実 践 

評 価 

２ 国語科の特性からみた評価の在り方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

Ａ
話
す
こ
と･

聞
く
こ
と 

ア 尋ねたり応答したりするこ
と 

 
イ 自分が体験した事などにつ
いて話をすること 

 
ウ 友達の話を聞くこと 
 
ヱ 読んだ本の中で興味をもっ
たところなどを紹介すること
など 

 

ア 身近な話題についてスピー
チをすること 

 
イ 要点などをメモに取りなが
ら聞くこと 

 
ウ 身近な出来事や調べた事柄
について説明したり報告した
りすることなど 

ア 自分の考えを資料を提示し
ながらスピーチをすること 

 
イ 目的意識をもって友達の考
えを聞くこと 

 
ウ 調べた事やまとめた事を話
し合うことなど 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

Ｂ 

「
書
く
こ
と
」 

 ア 絵に言葉を入れること 
 
イ 伝えたい事を簡単な手紙
などに書くこと 

 
ウ 先生や身近な人などに尋
ねた事をまとめること 

 
ヱ 観察した事を文などに表
すことなど 

 

ア 手紙を書くこと  
 
イ 自分の疑問に思った事など
について調べてまとめること 

 
ウ 経験した事を記録文や学級
新聞などに表すことなど 

 

ア 礼状や依頼状などの手紙を
書くこと 

 
イ 自分の課題について調べて
まとまった文章に表すこと 

 
ウ 経験した事をまとまった記
録や報告にすることなど 
  
 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

Ｃ 

「
読
む
こ
と
」 

ア 昔話や童話などの読み聞
かせを聞くこと 

 
イ絵や写真などを見て想像を
膨らませながら読むこと 

 
ウ 自分の読みたい本を探し
て読むことなど 

 

ア 読んだ内容などに関連した
他の文章を読むこと 

 
イ 疑問に思った事などについ
て関係のある図書資料を探し
て読むことなど 

 
 

ア 読書発表会を行うこと 
 
イ 自分の課題を解決するため
に図鑑や事典などを活用して
必要な情報を読むことなど 

 

（２） 国語科の基礎･基本は､｢Ａ話すこと･聞くこと｣「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」に示された｢言語活
動例｣を通して指導する。 

 基礎･基本の定着を図るためは､学習指導要領の｢内容の取り扱い｣に挙げられている言語活動例を授業
展開の中で具体化することが大切です｡言い換えれば､各学年の系統性を視野に入れて､言語活動例を生か
しながら螺旋的に高めることができるような学習指導計画を工夫することです。 

Ａ 「話すこと・聞くこと」の言語活動例 

Ｂ 「書くこと」の言語活動例 

Ｃ 「読むこと」の言語活動例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各教材や各単元等で学習する目標や学習内容を従来以上に重点化する。例えば・・・ 

低学年・・・正しい発音・発声、音読 
中学年・・・音読、指示語・接続語、段落相互の関係 
高学年・・・人物の気持ちの読み取り、語感・言語感覚 

「評価規準の作成、評価方法
の工夫改善のための参考資
料」国語科（平成14年２月） 

 
（国立教育政策研究所 
教育課程研究センター） 

児童の 
国語の学習実態把握 

 
（単元のねらいにそった観点で
今までに身に付いている言語能
力と興味・関心・態度の実態を
具体的に把握する。 

＜診断的評価＞） 

１ 学習目標を設定する 
「どんな力を」「どのように」
つけていくのか。児童のどのよ
うな学習実態から、どのような
手立てを講じるのか、具体的に
計画を立てて授業に臨むこと
が大切！ 

学習指導要領 

学習指導要領に示されて
いる指導内容のうち、その単
元がどの部分を担っている
か明確にし、言語活動例を具
体化する。（指導内容と言語
活動例の関連を図る。） 
 

２ 指導計画に位置付ける 

※評価の規準となる
学習目標を設定する。 

（１） 年間指導計画の作成 

 児童につけたい言語能力の系統性が明確になるように、年間指導計画を作成する。 
（「他教科との関連」「学校図書館の利用」も考慮に入れて）・・・ 

（２）単元指導計画・単元評価規準の作成 

 言語活動はどのようなものを取り上げるかを考える。 
言語能力が螺旋的に高まっていくようにするため、題材や、目的に変化をつけた繰り返しの

学習活動や相手、場面、方法等をグレードアップした学習活動を考える。 

評価の計画を組み込
んだ学年別の年間指導
計画を作成する。 

３領域の内の何を中核にするか。
また、児童の学習状況の実態から繰
り返し指導することや、前の単元の
目標を受けて系統的に指導すること
等を工夫する。 

  
 

国語への関心・意欲・態度 

 
（必ず位置付ける） 

３領域（話す・聞く能力、
書く能力、読む能力）の中の
何を中核にするか。 

◎単元の評価規準 

「話すこと・聞くこと」に
重点化するのか、「書くこ
と」や「読むこと」も加え
て評価するのか 

 
 
言語についての 
知識・理解・技能 

 

（必ず位置付ける） 

 

４ 具体的な評価方法の工夫（その概要とポイント） 

一つの単元で育成するよう
な考え方ではなく、国語科年
間指導計画を構想した上で、
年間を通して、繰り返し、レ
ベルアップを図りながら定着
を図っていく。 



 

 

 

 

 

 ●「おおむね満足できる」評価規準を明確にし、「努力を要する」児童や「十分満足できる」児童への手立

てを講じる。 

 

  

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）単位時間の指導計画・評価規準の作成 

 重点的に育てたい力を、単元の教材に即して、具体的に設定する。 
「どの領域」の「どの指導内容」を目標とするのか。「どのような場面で」「何について」「ど

のような方法で」「どのような支援・指導をするのか」を明らかにしておく。 

（４）自己評価・相互評価を学習過程に位置付ける。 

 その単元・時間を通して、どんな力を育て、伸ばしたいのかを明確にし、規準となる観点

を明らかにする。それに基づいて、自己評価・相互評価の評価活動を計画する。継続的に行

い、児童に自己評価力をつけていくことが大切であるが、そのためには、児童に具体的に、

自己評価・相互評価の観点や内容を示しておくことが大切である。 
 「いつ」「誰が」「どのような基準で」「どのように行うのか」明確にする。 
 

（１）多様な評価方法による情報収集  

 学習の実現状況をできるだけ偏りなく把握するために、評価の場面や、評価規準、児童の

発達段階に応じて多様な評価方法を選択し、より客観性の高い評価を行うようにする。 
 客観性・信頼性を保つため、授業中の児童の様子を記録に残すようにする。 

３ 評価する 

ペーパーテスト、ワークシート、学習カード、行動観察、質問紙、作品、音声表現、録

音・録画、ノート、レポート、会話・つぶやき・発言、振り返りカード、etc 

予想される児童の
実態を踏まえて具体
的に構想する。 

 自己達成感を味わい、「次の時間
は、こんなことにがんばろう。」とい
う次の意欲につながる評価とする。 

（２）指導と評価の一体化（形成的評価） 

計画→実践→評価→見直し→改善→計画・・・という一連のサイクルにより基礎・基本の確実な定着

を図るようにする。指導の調整、個別指導、補充指導に生かす。 

  

 指導と評価の一体化 
児童の学習状況を適切に
評価し、次の指導に生かす
ことが大切！ 

児童の具体的な学習状況の姿で明確にする。 

自己評価・相互評価 
・自己評価・相互評価は、児童にとっては、学習活動である。評価規準を参考に自己評価する項目
を設定し、自己の学習の様子を振り返らせる。 
・自己評価は、「学習内容の確認、自己評価力をつけること」にねらいをおき、相互評価は、「学習
内容の確認、他を認め、尊重する態度の育成、自己評価力をつけること」にねらいをおく。 
・教師が把握しにくいグループでの話し合いの様子をとらえたいときは、相互評価カードを活用し、
自己評価カードと併用して評価の参考とするとよい。授業中の観察、ワークシート等を組み合わ
せることで、より的確な評価が行える。 
・多様な情報を得るために自由記述の欄を設けるとよい。 
・自己評価カード・相互評価カードを事前に提示すると、学習のねらいが明確になる。 
 
 



                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基礎・基本を確実に定着させ、児童に自ら学び、自ら考える力を身に付けさせるために、①学習計画を立

てるときは、児童が課題をもって学習に臨むことができるような導入の仕方を考え、②評価することにより、

教師が児童の学びを確かめ、個に応じた指導を展開するという指導に生きる評価の在り方を工夫することが

大切である。 

Ⅱ実践編  国語科における評価の実際 

＜第４学年  下＞     東京書籍     
（単元名）「環境を守るくふう」をしょうかいしよう 
（教材名）「ウミガメのはまを守る」        書くこと  読むこと 

実践例；中学年 

＜第３学年  下＞     大阪書籍     
（単元名）しょうかいしたい本をえらんで 
（教材名）「がんばれわたしのアリエル」         読むこと 

◆第３学年実践例 

◆第４学年実践例 

児童が「どこに興味をも
ち」「どこが分からない」
「何を深く追究したいと
考えているのか」把握し、
個別指導に生かす。 
個の切り口をつかむ 

１ 評価を生かした単元学習指導の展開 

 

第１次感想文を書く 

評価をする 

学習計画を立てる 

第２次感想文を書く 

学習の振り返りをする 

課題を追究する 
・（自己学習） 
 ・（コース別学習） 

ゴールの見える学習過程。主
体的に学習に取り組めるよ
う、学習に見通しをもたせる。 

 自己評価・相互評価
の活用 
形成的評価 

児童一人一人のもつ関心・課
題意識をもとに学習課題を設
定する。 

目的意識・相手意識を明確
にした言語活動 
伝え合う力の育成 

学習課題を解決するための
手立て 

疑問や課題に応じ
て学習･情報センター
としての学校図書館
を計画的に利用する。 

 

既習の学習内容
や方法等を生かし
て自分の学習計画
を立てる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

             

＜第３学年；下 ＞     大阪書籍     
（単元名）しようかいしたい本をえらんで 
（教材名）「がんばれわたしのアリエル」  読むこと 

       

＜読むこと＞第３学年 単元構想 

（第１学年及び第２学年） 
時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 

（第３学年及び第４学年） 
目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え文章を正しく読むこと。 
 

内容の中心を
とらえる読み 

第３学年 大事なことを見付けながら読もう 
※中心となる語や文を見付けながら文章を読む。 

  「つり橋わたれ」         「動物たちのしぐさ」 
場面ごとに、大事な語や文に注目し、登場人物や    文章を３つのまとまりに分ける。 
まわりの様子を読み取る読み方を工夫する。      書かれていることを正しく読み取り整理する。 

 

第３学年 しようかいしたい本をえらんで 
※読んだ内容に関連する本をさがして読んだり、友達と本の内容を紹介 
しあったりして読書生活を楽しむ。 
「やまんばのにしき」       「がんばれわたしのアリエル」 
・人物の言動を通して、登場人物の思いや   ・場面の要点をまとめ、正確に読み取る。 
人がらを読みとる。            ・登場人物の様子からその思いを想像する。 

「読書ゆうびんを出し合おう」 
・読書生活の幅を広げる。 

中心となる語や文を
とらえて文章を 
正しく読む。 

第３学年 読みたい本をえらぼう 
 「母さんの歌」 
読みたい本を自分で選んで読書しようとする。 
意欲と習慣を育てる。 

 
第３学年 想像したことを出し合って 

※説明文の学習で読み取った内容を確かめ、発展させ、形に残る作品を制作する。 
「自転車の活やく」         「乗り物詩画集を作ろう」 

 文章全体の構成を考えて読み取る。           読み取ったことを参考にして作品 
段落ごとにその要点をまとめ、段落のつながりを考える。 制作をする。 

第３学年 自分の力で 
 ※身に付けた国語の力を生かして自分で学習を進めるとともに、自分の学力を確かめて、
四年生へ向けての学習意欲をもつ。 

「マーリャンとまほうの筆」 

（第４学年）段落相互の関係を考え、文章を正しく読むこと。 
（第５学年及び第６学年） 目的や意図などに応じて、文章の内容を的確に押さえながら要旨

をとらえること。 

２ 重点化を図った単元指導の構想 

中
心
語
句
や
中
心
文
を
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ら
え
た
り
、
部
分
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ま
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め
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、
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る
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の
学
習
を
進
め

る
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＜第３学年  下＞      大阪書籍 
  （単元名）  しょうかいしたい本をえらんで 
  （教材名）  がんばれわたしのアリエル 
 

読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の過程における評価を一層重視  児童の学習状況を的確に評価できる方法を選択 

児童が学習状況を確認し、次の学習に意欲的に進める自己評価・相互評価  

単元の評価規準 

「がんばれわたしのアリエル」の場面ごとの内容を正しく読み取り、文章を基に場面の様子や登場人物の

気持ちを想像しながら読んでいる。 

図書館の利用の仕方について知り、学習を生かしてノンフィクション文学を読んでいる。 

国語への関心･意欲・態度 読む能力 言語についての知識･理解･技能 

・ 図書館の利用の仕方を知り、

読みたい本（ノンフィクショ

ン文学）を探して読もうとし

ている。 
・ 友達との意見交流を通して、

自分の読みを見つめ直そうと

している。 

・ 場面を要点にまとめなが

ら正確に読んでいる。 
・ 教材文を基に場面の様子

や登場人物の気持ちの変

化を想像しながらよんで

いる。 

・重要語句や意味の分からな

い言葉を国語辞典を使って

調べている。 

単元の指導目標 

（国語への関心・意欲・態度） 

・ ノンフィクション文学に興味をもち、意欲的に読もうとする。 

・ 友達と読んだ内容について話し合うことを通して、感じ方や考えの違いに気付いて自分の読みを見つめ直そ

うとしている。 

（読む能力） 

・ 場面の要点をまとめ、内容を正しく読む。 

・ 文章を基に、情景や登場人物の気持ちを想像しながら読む。 

（言語についての知識・理解・技能） 

・必要な語句の意味を国語辞典を使って調べる。 

 
Ｃ（１）イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正しく読むこと。 

ウ 場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像しながら読むこと。 

第３・４学年の「読むこと」の内容 

単元指導計画に具体化する 

１単位時間に具体化する 
評価を常に 
指導に生かす 
視点 



（第５学年及び第６学年） 
目的や意図などに応じて、文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

             

＜第４学年；下 ＞     東京書籍     
（単元名）「環境を守るくふう」をしょうかいしよう 
（教材名）「ウミガメのはまを守る」        書くこと  読むこと 

＜読むこと＞第４学年 単元構想 

（第１学年及び第２学年） 

時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 

（第３学年及び第４学年） 

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正しく読むこと。 

叙述内容に
即した読み
を中心に！ 

第３学年 ６月 「自然のかくし絵」 

第３学年 11月 「つな引きのお祭り」 

第４学年 だん落とだん落の関係を考えて 
「ヤドカリとイソギンチャク」 

※指示語や接続語を手がかりに段落相互の関係に気をつけながら読む。 

 ３年生では、書かれて
いる内容をまとまりごと
に正確に読み取る学習を

中心の目標とする。 

 

 

 

 

 

 

◎文章全体を構成している段落、段落と段落との関係、全体と部分とのつながりをとらえ、大事

なところ、書き手の主張、叙述の仕方等を正確にとらえる学習に重点を置いて「読むこと」の学習

を進める。 

第４学年 「環境を守るくふう」をしよう 
「ウミガメのはまを守る」 

※ 事柄のまとまりごとに文章を正しく読み取る。 

（形式段落の要点をつかむ）（大きなまとまりに小見出しをつける） 

第４学年くらしの中の世界について話し合おう 
「くらしの中の和と洋」 

  ※対比されていることに注意して文章の要点をとらえる。 

 内容を大きなまとまり
でとらえたり、大事な語
句に注意したりしながら

読むことを目標とする。 

段落相互の関係を考えて読み取る学習 

段落相互の関係、指示語・
接続語の指導は、中学年
で！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元における内容のまとまりごとの評価規準 
「ウミガメのはまを守る」を叙述に即して内容を正しく読み取り､学習したことを生かして情報

を集めたりレポートに書いたりする｡ 

国語への 
関心･意欲・態度 

書く能力 読む能力 
言語についての
知識･理解･技能 

・環境保護の活動に興

味をもちながら読み、

身近な地域での環境を

守る工夫について､情

報を収集し、自然環境

保護に対する自分の考

えを紹介しようとして

いる｡ 

・調べたことをカード

に整理し､目的や相手

を考えて書き方を工夫

しようとしている｡ 

・課題に応じて情報を

集める方法を選び､調

べたことを項目ごとに

カードに整理して記録

している｡ 

・調べたり、インタビ

ューしたりした事柄が

読み手にわかりやす

く、また､段落相互のつ

ながりがわかるように

レポートの文章構成や

書き方を工夫して書い

ている｡ 

・教材文を読んで各段

落の要点や段落相互の

関係をつかみながら内

容を読み取り､文章構

成を理解している｡ 

・自分の課題を調べる

ために､必要な資料を

選び､内容を大きくま

とめたり､必要なとこ

ろは細かいところに注

意したりしながら読ん

でいる。 

・必要な語句について

辞書を活用して調べる

等、漢字や言葉の意味

を理解している。 

・レポートを書くとき

に、文と文との接続や

段落のつながりに気を

つけて､接続詞を使っ

たり､改行をしたりし

て書いている｡ 

単元の指導目標 
（国語への関心・意欲・態度） 
読み取った内容を広げ、地域の環境について意欲的に情報収集し、紹介する。 
 
（書くこと） 
事柄ごとのまとまりを意識して書く。 
 
（読むこと） 
事柄のまとまりごとに文章を正しく読み取る。 
 
（言語についての知識・理解・技能） 
段落の役割を理解し、文と文との意味につながりを考えて、接続語を考える。 

 
Ｂ（１）イ 書く必要のある事柄を収集したり選択したりすること。 
ウ 自分の考えが明確になるように、段落相互の関係を考えること。 

第３・４学年の「書くこと」の内容 

 
Ｃ（１）イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、

文章を正しく読むこと。 

第３・４学年の「読むこと」の内容 

評価規準の作成 



 
 

国語科学習指導案 
 

１ 対象  第４学年 
２ 日時  平成 15年 11 月 11 日（火）第５校時 

３ 場所  ４年２組教室 

４ 単元名 「環境を守るくふう」をしょうかいしよう（東京書籍４年下） 

５ 教材名 「ウミガメのはまを守る」 

６ 単元設定の理由 

７ 児童の実態 

８ 単元の指導目標 

○読み取った内容を広げ、地域の環境について意欲的に情報収集し、紹介する。 
（国語への関心・意欲・態度） 

○事柄ごとのまとまりを意識して書く。（書く能力） 
○事柄のまとまりごとに文章を正しく読み取る。（読む能力） 
 ○段落の役割を理解し、文と文との意味のつながりを考えて、接続語を使う。 

（言語についての知識・理解・技能） 
 
９ 単元における内容のまとまりごとの評価規準 

単元における内容のまとまりごとの評価規準 
「ウミガメのはまを守る」を叙述に即して内容を正しく読み取り､学習したことを生かして情報を集めた
りレポートに書いたりする｡ 

国語への 
関心･意欲・態度 

書く能力 読む能力 
言語についての知
識･理解･技能 

・環境保護の活動に興味
をもちながら読み、身近
な地域での環境を守る
工夫について､情報を収
集し、自然環境保護に対
する自分の考えを紹介
しようとしている｡ 
・調べたことをカードに
整理し､目的や相手を考
えて書き方を工夫しよ
うとしている｡ 

・課題に応じて情報を集
める方法を選び､調べた
ことを項目ごとにカー
ドに整理して記録して
いる｡ 
・調べたり、インタビュ
ーしたりした事柄が読
み手にわかりやすく、ま
た､段落相互のつながり
がわかるようにレポー
トの文章構成や書き方
を工夫して書いている｡ 

・教材文を読んで各段落
の要点や段落相互の関
係をつかみながら内容
を読み取り､文章構成を
理解している｡ 
・自分の課題を調べるた
めに､必要な資料を選
び､内容を大きくまとめ
たり､必要なところは細
かいところに注意した
りしながら読んでいる。 

・必要な語句について辞
書を活用して調べる等、
漢字や言葉の意味を理
解している。 
・レポートを書くとき
に、文と文との接続や段
落のつながりに気をつ
けて､接続詞を使った
り､改行をしたりして書
いている｡ 

この単元で、「つけたい力」はどんな力なのか。 
「どんな内容を書かせたいのか。」明確にし、具
体的に個に応じた指導ができるようにする。 
 

学習指導要領の目標及び内容を
受けて、単元の構想に応じた指導目
標を設定する。３領域の何を中核に
据えるのか明らかにする。 

この単元では、「書くこと」を主なねらいとし、「読む
こと」との関連を図るとともに、読書やインタビューに
よる情報収集能力を育てることもねらっている。教材文
を読むときには、調べたり、書いたりするときの視点を
意識させるようにして指導することが大切である。 

３ 重点化を図る学習指導案のポイント 



 

１０ 単元の指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準と評価方法等 

次 時 
指導内容と 

指導過程 
学習活動 評価規準と 

評価方法 

十分満足できると判断した

児童の状況 

努力を要すると判断される

状況への手だて 

１ １ 題名から内容について考え、教
材文の構成について考えさせ
る。全文を読み、感想を交流さ
せる。 
（１） 
少人数授業開始 

・題名読みをし､教材文の
内容を予想する｡ 
・全文を読み、感想を交
流し、学習に見通しをも
つ。 
 

（関） 
題名から教材文に書かれて
いることに見通しをもち、
発表しようとしている。 
（発表、ワークシート） 

 
 
 
 
 
教材文に興味をもち、環境
に関して自分なりに読みの
めあてをもった感想を書い
ている。 

 
 
 
 
 
ウミガメの写真や話、地域
の環境問題について話し、
題材のイメージがもてるよ
うにする。 
全文を通読し、思ったこと
や感じたことを短い言葉で
発表させる。 

「ウミガメのはまを守る」を３
つのまとまりに分け小見出し
を付けさせる。 
（１） 

「ウミガメのはまを守
る」を大きく３つのまと
まりに分け小見出しを付
ける。 

（読） 
根拠となる語句や文章に着
目しながら、小見出しを付
けている。 
（発表、ワークシート） 

教材文を読み、段落ごとに中
心となる語句や文をとらえ
たり､接続語や指示語に着目
したりしながら読み､小見出
しを付けている。 

１行空きに気づかせ、３つ
のまとまりに分けて文章構
成上の役割を確認する｡「ウ
ミガメのはまを守る」を入
れて小見出しを付けるよう
に示唆する。 

ウミガメの保護に乗り出す経
緯を読み取らせる。 
（２） 

ウミガメの保護に乗り出
す経緯を読みとる。 

（読） 
重要語句や中心文章を書き
出して、ウミガメのはまを
守るようになったわけを読
み取っている。 
（発表、ワークシート） 

形式段落ごとに重要語句や
要点を書き出したり、「その
ため」の「その」に着目した
りして､ウミガメのはまを守
るようになったわけを読み
取っている。 

大事だと思うところに線を
引きながら繰り返し読むよ
うにさせる。 
接続語が示している事柄に
着目できるように支援す
る。 

２ ５ 

重要語句や中心文章を書き出
して、保護監視員の保護活動を
読み取らせる。 
（３）（本時） 

保護監視員の保護活動を
読み取る。 

（読） 
重要語句や中心文章を書き
出して、保護監視員の保護
活動を読み取っている。 
（発表、机間指導、ワーク
シート） 

題名と結びつけて述語（動
詞）に着目したり、重要語句
や中心文章を書き出したり
して保護監視員の保護活動
を読み取っている。 

５W1H に線を引きながら、
読ませる。 

「どの場面でどのような支援を行うか」教師の働
きかけによる子どもの反応を予想し､そこから目
標に向かわせるための支援を考える｡ 
 

「どんなことに関心を示し､どんな感想をも
ったか､一人一人の子どもの切り口をつかむ。 

「書く活動」に結びつけられる
よう､叙述の仕方にも目を向け
させるようにする｡ 



地元の小学生の活動を読み取
らせる。 
（４） 

地元の小学生の活動を読
み取る。 

（読） 
地元の小学生の活動を読み
取っている。 
（発表、ワークシート） 

５W1Hに着目しながら地元
の小学生の具体的な保護活
動を読み取っている。 

「保護する｣｢守る｣活動に
つながる言葉に着目させ、
小学生の活動を読み取らせ
るようにする｡ 

  

町の人々の願いを読みとり、筆
者が御前崎の人々にした質問
を推測させる。 
教材文の構成について考えさ
せる。 
（５） 

町の人々の願いを読みと
り、筆者が御前崎の人々
にした質問を推測する。 
筆者の思いや教材文の構
成について考える。 

（読） 
筆者が御前崎の人々にした
質問を推測している。 
（読） 
筆者の思いや教材文の構成
について考えている。 
（発表、ワークシート） 

５W1H を文中に使い、筆者
が御前崎の人々にした質問
を推測する。 
 
筆者の思いや教材文の構成
について考える。 

５W1H を文頭にして質問
の内容を考えさせる。 
 
 
本教材文で筆者が言いたか
ったことを考えさせるよう
にする。 

身近な地域での「環境を守る工
夫」について調べさせる。 
（１） 
ティーム・ティーチング開始 

身近な地域の中で「環境
を守る」ことに関係する
情報を紹介し合う。 

（関） 
自分たちの身近な環境保護
の活動に興味をもって聞い
ている。 
（ワークシート、観察） 

自分たちの身近な環境保護
の活動に興味をもち、メモを
している。 
調べていくときの視点をも
ち、図書資料やインターネッ
トなど様々な情報を活用し
ている。 

児童の体験や家庭で気を付
けていることなど、身近な
例に着目できるようにす
る。 
インターネット使用時は
「お気に入り」から探させ
るようにする。 

地域の中で行われている活動
を知り、題材を決めさせる。 
（２） 

身近な地域の中で行われ
ている活動の中から題材
を選び、コースを決める。 

（関） 
自分の調べたいテーマを見
つけている。 
（ワークシート） 

調べたい理由を明確にして
選んでいる。 

友達がテーマを選んだ理由
を紹介し、選ぶ時の参考に
させる。 

３ ６ 

書きたい事柄を抜き出し、情報
の足りない部分を明らかにさ
せる。 
（３） 
コース別学習開始 

書きたい事柄を抜き出
し、情報の足りない部分
を明らかにする。 

（書） 
書きたい事柄を抜き出し、
情報の足りない部分を明ら
かにしている。 
（言） 
難語句の意味を辞典などで
調べている。 
読み手に分かりやすい表現
に書き換えている。 

書きたい事柄を抜き出し、情
報の足りない部分を明らか
にしている。 
情報を選択しながら、難語句
の意味を調べている。 
読み手に分かりやすい表現
に書き換えている。 

必要な資料にしぼらせるよ
うにする。 
難語句の意味を辞書で調べ
させるようにする。 

子どもの発言やつ
ぶやき､表情､行動等
を観察する｡ 



インタビュービデオを見て、足
りない部分を知り、書きたい事
柄を整理させる。 
（４） 
 

インタビュービデオを見
て、足りない部分を知る。 
書きたい事柄を整理す
る。 

（関） 
環境保護活動に取り組む人
の思いや願いを知る。 
書きたい事柄を整理してい
る。 
（整理した資料） 
（ワークシート） 

環境保護の活動に取り組む
人の思いや願いに着目して
メモをしている。 
書きたい事柄を整理してい
る。 

「思います。」「考えていま
す。」などの言葉に着目しな
がら聞くようにさせる。 

家庭でインタビューしてきた
内容を整理させる。 
（５） 

インタビューしてきた内
容を整理する。 

（書） 
インタビューしてきた内容
を整理している。 
（ワークシート） 

思いや考えに着目しながら、
インタビューしてきた内容
を分かりやすく整理してい
る。 

「～だそうです。」等の書き
方をするようにさせる。 

  

情報メモを整理しながらレポ
ートの構成を考えさせる。 
（６） 

「ウミガメのはまを守
る」やてびきの例文を参
考に、レポートの構成を
考える。 

（書） 
写真やイラストを入れるな
どの工夫をしながら構成を
考えている。（レポート） 

文章の他に、表や図を加え
て、読み手を引きつける工夫
をしている。 

レポートに関係のある絵や
写真を入れさせる。 

集めた情報メモを整理して、レ
ポートを書かせる。 
（１） 

事柄のまとまりを意識し
て「わたしたちの環境レ
ポート」を書く。 

（書） 
事柄ごとのまとまりを意識
して書いている。 
（レポート） 

接続語や段落のつながりを
意識し、事柄のまとまりと構
成を考えながら書いている。 

指示語や接続語の使い方に
着目させ、教材文を参考に
しながら書かせる。 

書いた文章を読み合い、書き直
すとよいところを見つけさせ
る。 
（２） 

書いた文章を互いに読み
合って、書き直すとよい
ところを見つける。 

（書） 
友達の書き方を参考にし
て、自分の書いた文章で手
直しするとよいところを見
つけている。（レポート､相
互評価カード） 

読み手に分かりやすくする
ことを意識しながら直して
いる。 

指示語や接続語の使い方な
どを個別に助言する。 

手直しが必要な場所を書き直
したり、書き加えたりして文章
を推敲させる。 
（３） 

手直しが必要な場所を書
き直したり、書き加えた
りしながら文章を完成す
る。 

（書） 
より分かりやすい表現を考
えながら、書き上げている。 
（レポート、自己評価カード） 

相手や目的に応じて適切に
書いている。 

自分が一番伝えたいことを
明らかにさせるようにす
る。 

４ ４ 

「わたしたちの環境レポート」
を発表しあい学習のまとめを
させる。 
（４） 

「わたしたちの環境レポ
ート」を発表しあい学習
のまとめをする。 

（関） 
自分で情報を集めていくお
もしろさや、分かりやすく
伝え合う楽しさを味わおう
としている。 
（感想文、相互評価カード） 

メモをとりながら発表を聞
き、友達のレポートのよいと
ころを見つけようとしてい
る。 

レポートを書いてみて分か
ったことや、新しく使うよ
うになった表現の工夫を認
められるようにする。 

 

資料編参照 



１１ 本時の目標 

重要語句や中心文章を書き出して、保護監視員たちの保護活動を読みとる。（読む能力） 

本時の展開例     少人数コース 

過

程 
指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 

教材 
教具 

評 価 

導    

入 

・本時のねらいを確認さ
せる。 

一斉 ・本時のねらいを読ん
で確認する。 
・保護活動を読みとる 

二つ目のまとまりの小見出しを確
認する。 

ワークシート  

展                    

開 

・第７段落から第１２段
落までを音読させる。 

 
・ウミガメのはまを守る
ための活動が書かれて
いるところに線を引か
せる。 

 
 
 
・ウミガメのはまを守る
ためにどのような活動
をしているのかを発表
させ、付箋紙に書かせ
る。 

 
・文と文との関係を整理
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

グループ 
 
 
個別 
 
 
 
 
 
 
個別 
 
 
 
 
 
個別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・第７段落から第１２
段落までを音読する。 
 
・保護監視員の活動に
線を引く。 

 
 
 
 
 
・保護監視員の活動を
発表し、付箋紙に書
く。 

 
 
 
・５W1H に着目しなが
ら文と文との関係を
整理していく。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・活動が書かれているところに線
を引かせる。 
（保護監視員という名詞と、守る
活動につながる動詞（文末）に
着目させてその活動を読みとら
せるようにする。） 
・机間指導で個別に指導する。 
 
・発表した内容をまとめながら、
フラッシュカードで掲示してい
く。 

 
 
・保護監視員の活動を、「いつ」「ど
こで」など５W1H の範疇でくく
り、グループ化しながら整理し
ていくことで、段落の構成がと
らえやすくできるようにする。 
・付箋紙を動かしながらグループ
を作らせるようにする。 
・「そして」などの接続語にも着目
できるように留意する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
付箋紙 
 
 
 
 
模造紙 
フラッシュカード 
付箋紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重要語句や中心文章を書き出し
て、保護監視員の保護活動を読
みとっている。 
（読む能力） 
発表、机間指導、ワークシート 

 机間指導 
子どもの学習状況を把握
するため､きめ細かく､観
察､評価し、指導･支援す
る。 



・保護監視員の願いを読
みとらせる。 

 
個別 

・保護監視員の願いを
読みとる。 

・願いの書かれているところに線
を引かせ、筆者がインタビュー
した内容であるということに気
づけるようにする。 

ま

と

め 

・本時のねらいにもどり
学習のまとめをさせ
る。 

 
・自己評価させる。 

一斉 
 
 
 
個別 

・本時のねらいと学習
内容を確認する。 

 
 
・自己評価をして、本
時の学習の振り返り
をする。 

 振り返りカード  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども自身が目標を意識し､自己評価でき
る時間を学習過程に組み込むようにする。 



  

  

◆◆  学学習習指指導導案案  

                            国国語語科科学学習習指指導導案案  

１１  対対象象    第第３３学学年年  男男子子  名名    女女子子    名名    計計    名名  （（標標準準ココーースス））  

２２  日日時時    平平成成 1155 年年 1111 月月 55 日日（（水水））第第３３校校時時  

３３  場場所所    ３３年年  組組教教室室  

４４  単単元元名名  ししょょううかかいいししたたいい本本ををええららんんでで（（大大阪阪書書籍籍 33 年年下下））（（3300 時時間間））（（第第 33 学学年年 1111 月月））  

５５  教教材材名名  「「ががんんばばれれわわたたししののアアリリエエルル」」（（88 時時間間））  

６６  本本時時のの目目標標（（1177//3300 時時間間））（（55//88 時時間間））  

・・  ４４のの場場面面ととめめぐぐみみのの様様子子かからら、、めめぐぐみみのの気気持持ちちをを想想像像ししななががらら読読んんででいいるる。。（（読読むむ能能力力））  

７７  本本時時のの展展開開  

具具体体のの評評価価規規準準・・評評価価方方法法  

  

指指導導内内容容  主主なな学学習習活活動動  

指指

導導

形形

態態  

指指 導導 上上 のの  

留留 意意 点点  
おおおおむむねね  

満満足足ででききるる状状況況  

十十分分にに満満足足  

ででききるる状状況況  

努努力力をを要要すするる  

児児童童へへのの手手立立

てて  

教教
材材
教教
具具
等等  

導導  
  
  
  
  

入入  

  

  

  

・・本本時時ののめめああ

ててをを確確認認ささせせ

るる。。  

 

 

 

  

  

  

・・本本時時ののめめああてて

をを読読んんでで確確認認

すするる。。  

 

 

 

一一
斉斉  

  

  

  

・・訓訓練練所所ででのの

めめぐぐみみのの様様子子

をを読読みみ取取りり、、

要要点点ををままととめめ

るるここととをを確確認認

ささせせるる。。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

フフ
ララ
ッッ
シシ
ュュ
カカ
ーー
ドド  

展展  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

開開  
  
  
  
  
  
  

 

・・本本時時のの場場面面

をを音音読読ささせせるる 

 

 

 

・・めめぐぐみみのの気気

持持ちちがが読読みみ取取

れれるる言言葉葉ををワワ

ーーククシシーートトにに

書書かかせせるる。。  

  

・・４４のの場場面面をを音音

読読すするる。。 

 

 

 

・・めめぐぐみみのの気気持持

ちちがが読読みみ取取れれ

るる言言葉葉ををワワーー

ククシシーートトにに書書

きき、、そそのの時時ののめめ

ぐぐみみのの気気持持ちち

をを想想像像すするる。。  

一一
斉斉
・・
個個
別別  

  
  
  

個個
別別  

 

・・めめああててをを意意

識識ししななががらら音音

読読すするるよようう助助

言言すするる。。 

 

・・語語句句のの書書きき

方方ににつついいてて指指

導導すするる。。  

 

 

 

 

 

 

・めぐみの気持

ちが表れている

語句を抜き書き

している。  

 

 

 

 

 

 

・めぐみの心

のつぶやき

やその他の

語句からも

めぐみの気

持ちを読み

取り、想像し

て書いてい  

 

 

 

 

 

 

・めぐみの心

のつぶやきが

表現されてい

る語句に着目

させるように

する。  

  

Ⅲ資料編① 

訓練所でのめぐみの気持ちを読み取ろう。 



展展  
  
  
  
  

開開  
  

  

  

・・４４のの場場面面のの

めめぐぐみみのの気気持持

ちちのの変変化化ににつつ

いいてて考考ええささせせ

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

・・めめぐぐみみのの気気持持

ちちがが読読みみ取取れれ

るる語語句句ををももとと

にに、、４４のの場場面面のの

めめぐぐみみのの気気持持

ちちににつついいてて話話

しし合合うう。。  

  

  

  

一一
斉斉  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

  

  

・・発発表表ししたた語語

句句ををフフララッッシシ

ュュカカーードドにに書書

ききめめぐぐみみのの気気

持持ちちのの変変容容がが

分分かかるるよよううにに

板板書書をを工工夫夫すす

るる。。  

  

  

・・語語句句ををももととにに

ししてて、、めめぐぐみみのの

気気持持ちちをを想想像像しし

てていいるる。。  

（（読読むむ能能力力））  

（（発発表表））  

る。  

 

・場面の様子

をもとにめ

ぐみの気持

ちの変化と

パピーウォ

ーカーとし

て責任を果

たせた満足

感を読み取

っている。 

  

 

・拍手がわき

上がる前後の

気持ちについ

て考えさせる

ようにする。 

フフ
ララ
ッッ
シシ
ュュ
カカ
ーー
ドド  

まま  

とと  

めめ  

・・自自己己評評価価をを

ししてて本本時時のの学学

習習をを振振りり返返らら

せせるる。。  

・・自自己己評評価価ををすす

るる。。  個個
別別    

       自自
己己
評評
価価
カカ
ーー
ドド  



三
年
国
語 

 

つ
り
橋
わ
た
れ 

 
 

学
習
の
ま
と
め 

 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

  

○ 

「
つ
り
橋
わ
た
れ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
を
知
る
た
め
の
大
事
な
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

    
 
 

 

 

○ 

山
の
子
た
ち
と
ト
ッ
コ
の
会
話
を
想
ぞ
う
し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

ヤ
…
山
の
子 

 

ト
…
ト
ッ
コ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「 
 
 
 

 

「 
 

「 
 

「 
 

「 
 

「 
 

「 
 

「 
 

ヤ
「
く
や
し
か
っ
た
ら
、
つ
り
橋
わ
た
れ
。」 

 

ト
「
ふ
ん
だ
。
あ
ん
た
た
ち
な
ん
か
と
、
だ
れ
が
あ
そ
ん
で
や
る
も
ん
か
。」 

○ 

今
日
の
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。（
会
話
を
想
ぞ
う
し
て
書
く
学
習
に
つ
い
て
・
ト
ッ
コ
に
つ
い
て
わ
か
っ
た 

ト
ッ
コ
が
山
の
子
た
ち
に
「
つ
り
橋
わ
た
れ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
を
考
え
よ
う 

   

気
持
ち
を
表
す 顔
マ
ー
ク 

          

 
 
 

 

大
事
な
語
や
文
に

着
目
し
、
登
場
人
物

の
気
持
ち
を
読
む

よ
う
に
す
る
。 

 
大
事
な
言
葉
を
も
と
に

会
話
を
考
え
る
。 



三
年
国
語 

が
ん
ば
れ
わ
た
し
の
ア
リ
エ
ル 

 
 

学
習
の
ま
と
め 

 
 
 
 
 
 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

○
め
ぐ
み
が
も
う
ど
う
犬
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

      

・ 

      

・ 

      

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

・ 

  

○
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
な
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
を
書
き
出
し
ま
し
ょ
う
。   

 

        

○ 

一
の
場
面
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

        

今
日
の
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。（
大
事
な
言
葉
の
見
つ
け
方
、
場
面
の
ま
と
め
方
、
わ
か
っ
た
こ
と
、 

 

考
え
た
こ
と
） 

      

め
ぐ
み
が
家
に
帰
っ
て
か
ら

の
家
族
と
の
会
話
か
ら
考
え

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

会
話
の
中
か
ら
重
要

な
言
葉
を
精
選
で
き

る
よ
う
に
す
る
。 



が
ん
ば
れ
わ
た
し
の
ア
リ
エ
ル 

 
 

学
習
の
ま
と
め 

 
 
 
 
 
 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○
所
長
さ
ん
と
訓
練
士
の
お
姉
さ
ん
の
ど
ん
な
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
か
。 

  

          
 

○
め
ぐ
み
は
、
ア
リ
エ
ル
に
ど
ん
な
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

ア
リ
エ
ル
へ
の
手
紙
の
形
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

              

○
今
日
の
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。
（
わ
か
っ
た
こ
と
、 

考
え
た
こ
と
） 

          

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

     

「
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し

て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。 

盲
導
犬
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
、
家
族

の
話
し
合
い
、
ア
リ
エ
ル
と
の
出
会
い

等
か
ら 

め
ぐ
み
の
思
い
を
書
か
せ
る

よ
う
に
す
る
。 



三
年
国
語 

が
ん
ば
れ
わ
た
し
の
ア
リ
エ
ル 

 
 
 

 
 

学
習
の
ま
と
め 

 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○ 

四
の
場
面
を
知
る
た
め
に
大
事
な
言
葉
を
書
き
出
し
、
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

 

○ 

ア
リ
エ
ル
が
調
べ
ら
れ
る
場
面
の
様
子
を
文
章
を
も
と
に
想
ぞ
う
し
ま
し
ょ
う
。 

 
       

○
四
の
場
面
の
め
ぐ
み
に
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

○
今
日
の
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
。
（
大
事
な
言
葉
を
見
つ
け
て
ま
と
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
っ
た
こ
と
・
考

え
た
こ
と
） 

 

四
の
場
面
の
ま
と
め 

  

大
事
な
言
葉 

   

 



三
年 

国
語 

 

自
転
車
の
活
や
く 

学
習
の
ま
と
め 

 
 
 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
だ
ん
落
の
大
事
な
言
葉
を
見
つ
け
て
、
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

第
二
だ
ん
落
の
大
事
な
言
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
だ
ん
落
の
ま
と
め 

           

第
三
だ
ん
落
の
大
事
な
言
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
だ
ん
落
の
ま
と
め 

           

今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
り 

 
 
 

（
大
事
な
言
葉
を
見
つ
け
て
ま
と
め
た
こ
と
や
友
だ
ち
の
発
表
に
つ
い
て
） 

       

   

    

   

    

      

接
続
語
や
文
末

表
現
な
ど
も
押

さ
え
る
よ
う
に

す
る
。 



 

 授業の様子 

「
わ
き
あ
が
っ
た
」

は
、「
わ
き
あ
が
る
」

で
調
べ
た
ら
い
い
ん

だ
ね
。 

「
こ
の
場
面
の
大
切
な

言
葉
は
何
か
な
。」 

不
安
に
な
っ
た
り

喜
ん
だ
り
・
・
・ 

 
 

め
ぐ
み
の
心
の
変
化

が
よ
く
わ
か
る
ね
。 

ア
リ
エ
ル
と
別
れ
る
と

き
の
め
ぐ
み
は
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ

う
ね
。 



国語への 
関心・意欲・態度 

書く能力 読む能力 
言語についての  
知識・理解・技能 

 

 

 

月 

 

 

 

 

   観点 

 

 

 

単元名 

 

話
す
・
聞
く 

書
く 

読
む 

相
手
意
識
・
目
的
意
識 

取
材 

構
成 

記
述 

推
敲
・
評
価 

主
体
的
な
読
み 

段
落
相
互
の
関
係 

要
旨
の
理
解 

心
情
理
解 

事
実
と
意
見 

情
報
活
用 

音
読
・
朗
読 

漢
字
の
読
み
・
書
き 

指
示
語･

接
続
語 
主
語･

述
語 

漢
字
辞
典 

ロ
ー
マ
字 

四
月 

様子や気持ちが伝わ

るように 

         
 

     

○ 

    

○ 

 

五
月 

知らせたい､あんな

ことこんなこと 

 

○ 

 

 

 

    

○ 

           

 

 

○ 

  

六
月 

だん落とだん落の関

係を考えて 

   

○ 

       

○ 

      

○ 

    

十
一
月 

｢環境を守るくふう｣

をしょうかいしよう 

  

 

○ 

    

 

○ 

 

 

○ 

   

 

○ 

       

 

○ 

   

十
二
月 

クイズ「ものの名前」 

                    

単元･教材の主な評価

の観点と学習指導要領

の指導事項を整理し、重

点化を図る。 

Ⅲ資料編② 



  

４年国語「ウミガメのはまを守ろう」                        単元の観点別評価表 
評価の観点 国語への関心・意欲・態度 書く能力 

時間 １―１ ３－１ ３―２ ３－４ ４－４ ３－３ ３－５ ３－６ ４－１ ４－２ ４－３ 

本単元の重点   ◎      ◎ ◎  

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準 

題
名
か
ら
教
材
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
見
通
し
を
も
ち
、

発
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

自
分
た
ち
の
身
近
な
環
境
保
護
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
て
聞

こ
う
と
し
て
い
る
。 

自
分
の
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
い
る
。 

環
境
保
護
の
活
動
に
取
り
組
む
人
の
思
い
や
願
い
を
知
ろ
う

と
し
て
い
る
。 

自
分
で
情
報
を
集
め
て
い
く
お
も
し
ろ
さ
や
、
分
か
り
や
す
く

伝
え
合
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
。 

集
め
た
情
報
を
整
理
し
、
伝
わ
り
に
く
い
部
分
を
資
料
な
ど
で

補
っ
て
い
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
た
内
容
を
整
理
し
て
い
る
。 

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
構
成

を
考
え
て
い
る
。 

事
柄
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る
。 

友
達
の
書
き
方
を
参
考
に
し
て
自
分
の
書
い
た
文
章
で
手
直

し
す
る
と
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
る
。 

よ
り
分
か
り
や
す
い
表
現
を
考
え
な
が
ら
、
書
き
上
げ
て
い

る
。 

評価方法 
発
表
、

ワ
ー
ク

ワ
ー
ク 

シ
ー
ト 

ワ
ー
ク 

シ
ー
ト 

ワ
ー
ク 

シ
ー
ト 

感
想
文 

観
点
別
評
価
（
総
括
） 

整
理
し

た
資
料 

ワ
ー
ク 

シ
ー
ト 

レ
ポ
ー

ト レ
ポ
ー

ト レ
ポ
ー

ト レ
ポ
ー

ト 

観
点
別
評
価
（
総
括
） 

特記事項 

１  a a a a a A ｂ a ｂ a a b A  

２  b a a b b A         

３                

 
・児童１は、「書く能力」の観点の６つの事項は、a が３つ、b が３つとなっている。このうち本単元の
重点である「まとまりを意識して書く（記述）」と「手直しするとよいところを見付けている。（推敲）」
が a であるので、この評価を２倍し、評価の集約は babaaaab となり、観点の総括は、Aとなる。 
また、「書く能力」を評価する際には、完成した文章のみが評価の対象ではないので、留意する。 



４年国語「ウミガメのはまを守ろう」                      単元の観点別評価表 

 

 

評価の観点 読む能力 言語についての知識・理解・技能 特記事項 

時間 ２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５ ２－５ ３－３    

本単元の重点  ◎ ◎   ◎     

 

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準 

根
拠
と
な
る
語
句
や
文
章
に
着
目
し
な
が
ら
、
小
見
出
し
を
つ

け
て
い
る
。 

重
要
語
句
や
中
心
文
章
を
書
き
出
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
は
ま
を

守
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
を
読
み
と
っ
て
い
る
。 

重
要
語
句
や
中
心
文
章
を
書
き
出
し
て
、
保
護
監
視
員
の
保
護

活
動
を
読
み
と
っ
て
い
る
。 

地
元
の
小
学
生
の
活
動
を
読
み
と
っ
て
い
る
。 

筆
者
が
御
前
崎
の
人
々
に
し
た
質
問
を
推
測
し
て
い
る
。 

教
材
文
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。 

難
易
語
句
の
意
味
を
辞
典
な
ど
で
調
べ
て
い
る
。 

読
み
手
に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
書
き
換
え
て
い
る
。 

   

 

評価方法 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト 

観
点
別
評
価
（
総
括
） 

整
理
し
た
資

料    

観
点
別
評
価
（
総
括
） 

 

１               

２               

３               

「十分満足できる状況」や個人内評価に
おいて伸びが顕著であるものについては、
記録・蓄積し、次の単元での指導や保護者
等への説明材料として活用する。 



 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
は
ま
を
守
る 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

   

一
、
こ
の
説
明
文
は
、
大
き
く
分
け
て
い
く
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
か
れ
て
い

ま
す
か
。 

      

三
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
に
、
小
見
出
し
を
つ
け
て
み
よ
う
。 

      

 

ま
と
ま
り
に
分
け
て
、
小
見
出
し
を
つ
け
て
み
よ
う
。 

    

   

形
式
段
落 

   

   

ワークシート ワークシート① 



 

ウ
ミ
ガ
メ
の
は
ま
を
守
る 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

   
 

         

 
 

◆
保
護
監
視
員
の
活
動
を
学
習
し
て
、
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

ウ
ミ
ガ
メ
の
は
ま
を
守
る
た
め
、
保
護
監
視
員
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

       

保
護
監
視
員
の
活
動 

    

ワークシート② 

・ キーワードを使って短い言葉

でまとめられるようにする。 

・ ウミガメを「守る」につなが

る動詞に着目させる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの環境レポート 

自己評価カード 

◆きょうの学習の「めあて」を書きましょう。」 

◆わかりやすい文章になっているか読み直しをしてみよう。 

 

◎まとまりごとに整理して、
書けていますか。 

 

 
A B C 

◎つなぎ言葉がうまく使え
ていますか。 
 

 

A B C 

◎必要な事柄を落とさずに
書けていますか。（いつ、ど
こで、だれが、何を、なぜ、
どのように・・・など） 

 

A B C 

 

①自己評価カード例 
評価カード 

評価カードを使って、どん
なところを見直せばよいのか
推敲の視点を明らかにする。 

書いた文章を読み直し
て自己評価する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの環境レポート 

相互評価カード 

（         ）さんの作文 

 

 

 

A B C 

 

 

◆友達の環境レポートを読んでよかったところを書きましょ

う。 

 

 

・ 取材・構成・記述などの段階で評価意識をもたせることが大切である。相手・

目的・意図に応じた表現になっているか視点を持たせて自己評価をさせる。 
・ お互いのよさに着目したり、自分の表現の見直しをしたり、見通しをもった
りできるように相互評価を活用する。 

 

②相互評価カード例 

相互評価することで、友達の文章のよ
いところを見付けたり、間違いに気付い
たりし、自分の表現に生かしていくよう
にする。 

 段落と段落とのながり方や
文末、５Ｗ１Ｈ等評価する観
点を明らかにしてレポート
を読むようにする。 

◎調べたり、インタビ
ューしたりしたこと
が読み手にわかりや
すく書けているか。 

このカードは、事前に配
り、ねらいを明確にする。 




